


特集 特攻のまち、鹿屋から「戦争を知って、平和な未来を創る」

かのや  戦跡めぐり
戦時中の野里地区には第二海軍基地が置かれ、野里駅を起点に鹿屋
基地への引込み線が引かれるなど、軍事的に重要な場所でした。
それゆえ、終戦前には空襲が相次いだ地区でもあります。

空襲を受けた軍事拠点

野里町

www.rotary.org

ビジョン声明

クラブ奉仕
会員同士の関係を
はぐくみ、積極的
な会員増強計画を
実行して、活気あ
るクラブづくりを
おこなう。

職業奉仕
すべてのロータリ
アンが倫理と高潔
さをもって仕事に
あたり、職業の知
識やスキルを社会
のニーズ解決の
ために進んで役立
てる。

社会奉仕
すべてのロータリ
アンが、地域の人
びとの暮らしを豊
かにし、より良い
社会づくりに貢献
する。

国際奉仕
国際的なプロジェ
クトでボランティ
アをしたり、海外
のパートナーとの
協同活動を通じ
て、平和と相互理
解を推進する。

青少年奉仕
ローターアクト、
インターアクト、
RYLA、青少年交
換などを通じて、
若い世代の社会人
がリーダーシップ
能力を伸ばせるよ
う支援する。

戦争体験記（鹿屋市出身　女性　当時小学生）
昭和20年３月19日には野里駅が爆撃されて駅員さんや軍人、朝鮮の人など大勢亡くなられた。航空隊に落と
す爆弾があちこち落ちて、田んぼに行った人も、山に隠れていた人も、爆風で亡くなられた。ある日、日本の
飛行機と米の飛行機が空中戦をして、米の飛行機が黒煙をはいて落ちていくのを見た。皆「ばんざい、ばんざ
い」と叫んで喜んだこともあった。私たちは小学校から女学校の途中まで、戦争戦争で明け暮れの毎日だっ
た。今の人達に話しても到底理解できるものではないと思う。戦争は絶対してはいけない事、この平和な時代
がいつまでもいつまでも続く事を願っている。

鹿屋市平和学習ガイド・調査員連絡会「戦争体験集より」

ロータリーの五大奉仕

米軍の爆撃によ
り、鹿屋で最も
多くの死傷者が
出た旧野里駅跡

【終戦間もない航空写真】

野里駅からは地元の名山、高隈山がきれいに望めます。

昭和62年に大隅
線が廃線となり、
線路跡はフィット
ネスパースとし
て市民に親しま
れています。

鹿屋基地

野里駅 鹿屋基地への引込み線



立春とはいえ、まだまだ厳しい寒さが続きますが会長、幹事、会員の皆様にはコロナ禍、今までとはまったく違
う日常の中、様々な新しい取り組みにチャレンジされていることと思います。例会で顔を会わせ行動することが
ロータリーの基本でありますが、新型コロナウイルス感染拡大が払拭されない限り、「新しいロータリーの行動
様式」を作り上げる必要があり、地区、クラブでは様々な会議をオンラインで実施しております。
２月１日から11日間、国際協議会がオンラインで開催されております。その席上2021-22年度国際ロータリー
（RI）会長テーマも発表され、いよいよ新たな井福ガバナー年度に向けての準備が始まって参ります。

ロータリーが定める７つの重点分野の一つであり、国際ロータリーが最も支援を必要とする人道的奉仕とし
て捉えている項目です。「平和構築と紛争予防」という命題はあまりにも大きく重い課題です。ロータリー
のような地域社会や国際的ニーズに応えていく団体は、それ自体が世界平和を目標としていますが、今まで
に紛争が途絶えた事がなく、また人種・宗教・政治・領土などの複雑な問題がベースにあるために、ロータ
リーの関わりが非常に難しいと言えます。そこでRIは新しい奨学金制度・「平和フェローシップ」で、毎年
専門の紛争解決のエキスパートを養成し紛争解決への支援を続けています。ロータリー平和フェローは、生
涯、仕事や奉仕活動を通じて平和、紛争解決を推進するリーダーです。毎年世界中から選ばれる最高130人
のフェローが、ロータリー平和センターと提携している世界各地の名門大学で学び、平和構築と紛争予防の
担い手となり紛争地域や国連に派遣されます。高い志を持った彼らをロータリアンとして積極的に応援した
いものです。そこで当地区も本年度より平和フェローシップ委員会を設置した所であります。
今日、紛争や迫害によって住むところを失った人びとは何百万人もおり、紛争被害者の実に90％が一般市
民で、その半数が子どもだと言われています。また、世界で18歳未満の子ども30万人が少年兵として紛争
に巻き込まれているとも言われています。現在ロータリーでは、貧困、不平等、民族対立、教育の機会の欠
如といった、争いの温床となる問題への取り組みのほか、紛争を抑止・仲裁するためのスキル研修や難民支
援など、様々な平和活動にも積極的に取り組んでいます。

もうひとつ、２月と言えば、この23日は私たちロータリアンにとって特別な日となっています。1905年２月
23日、創始者・ポール・ハリスは友人３人と最初にロータリーの会合を開きました。RIは、この２月23日を
ロータリー創立記念日と定め、この創立記念に合わせて、国際理解、友情、平和へのロータリーの貢献を認識し
てほしいと呼び掛けています。
また、RIは２月23日の記念日から始まる一週間を「世界理解と平和週間」（World Understanding and Peace 
Week）とし、この一週間、クラブはロータリーの奉仕を祝い、これまでの業績を振り返り、地域社会と世界中
で平和、相互理解、親睦の為のプログラムを重点に置くことを強調しております。歴史的な変遷を経て1992年
の規定審議会において、毎年特別に記念すべき「世界理解と平和週間」と定めることが、標準ロータリークラブ
定款に明記されることになったのです。（標準ロータリークラブ定款第14条、地域社会、国家および国際問題第
４節ロータリーの発祥を記念して）

昨年10月20日、日本のロータリーも誕生100年を迎えました。世界を変える行動人として「ロータリーと
は何か」、「ロータリアンとはどのような人びとか」、「ロータリアンの活動はどのような成果をもたらしている
のか」、「ロータリーは他団体とどう違うのか」について皆で語り合うことは、次の100年に向かってロータ
リーが進むべき道を探る絶好の機会となるものと思います。

寒さが一層厳しくコロナ収束も見えない状況ですが、皆様の御健康を心より御祈り申し上げます。

ガバナーメッセージ

風呂井 敬（鹿屋西RC）
2020-21年度
ガバナー

2月 Feb

平和構築と紛争予防月間世界を変える行動人として「ロータリーとは
何か」について皆で語り合いましょう。
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ガバナーメッセージ

さて２月は「平和構築と紛争予防」月間となっております。



新クラブ結成の秘訣
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川原　篤雄 PG
（鹿児島サザンウインドRC）

会員増強部門長

川原 篤雄 長峯 基

2730地区の拡大・増強を考える 新 クラブ結成の秘訣
川原篤雄　会員増強部門長（2020-21年度）は、これまで　長峯基　同副部門長（都城RC）
とともに、「新クラブ結成と結成されたクラブの継続性の確保」を優先事項として、2730地
区において長年にわたり精力的に拡大・増強の活動をされております。今回は川原篤雄　部門
長にインタビューをおこない、新クラブ結成の重要性とそのプロセス、そして結成されたクラ
ブをどのように軌道にのせることができるのかについてお話を伺いました。
（2020年12月３日・月信委員会インタビュー）

私たち2730地区において、25年前は3300名ほどであったロータリアンの数が、現在では1000名程度減
少しています。地区内の会員を増強するうえで、既存の各クラブの新入会員を増やすのはもちろんのこと、
必要なエリアに適宜新しいクラブを結成させることは最重点課題といえるでしょう。例えば鹿児島市内では
25年前と比べるとロータリアンの数は減っている反面、鹿児島市の人口はそれほど減ってはおらず、それ
には人口の割合に対するクラブの受け皿が不足していた可能性があるのです。新クラブの結成はガバナーの
責務の一つでもあります。私はこれまで、長峯基氏（都城RC）［今年度宮崎県拡大委員長］と共に、宮
崎・鹿児島地区にそれぞれ交互に新しいクラブを結成する活動を進めて参りました。新クラブ結成の際は皆
様もご承知の通り、20名のチャーターメンバーを集めなくてはなりません。それは短期間で簡単にメン
バーが集まるものではなく、長期に渡る綿密な計画が必要となるのです。ここで新クラブ結成の為の５つの
ステップ、そしてクラブの結成から運営を軌道に乗せるための５つのキーワードをご紹介しましょう。

⑤検証　結成した新クラブの運営がどのようにすれば軌道に乗り、クラブの継続性を確保できるかについて
考えます。又は新クラブが結成出来なかった場合は、なぜ成功しなかったのかを検証します。新クラブを支
援する際は最低でも５年間を必要とし、地区と親クラブが中心となってロータリーの情報提供や金銭面での
サポートをしっかりと行います。新クラブの運営が軌道に乗るまでには、「学ぶ・磨く・育つ」に傾注し、
そのクラブの例会の質を向上させることに努めます。そして奉仕と親睦のバランスを整えながら、それら２
つを高める必要もあります。

新クラブ結成の 
５つのステップ「念ずれば花開く」

①目的　\　②事態　\　③立案　\　④行動　\　⑤検証

①目的　なによりもまず「やればできる」という
強い意志と目標を持つことが大切です。そしてど
の地域にどのような目的でクラブを設立したいの
かを考えます。この時に考察したクラブ設立の目
的は、結成後のクラブの特色やカラーになるもの
であるため、目的を定めることはこの時点で最も
大切な作業となります。

②事態　目的にかなうクラブを設立するために、
設立を計画するコミュニティ（地域社会や共同
体）の実態を調べます。エリア内の人口や若者の
数、地域の特色と主要産業、既存の経営者団体や
奉仕団体などを調査し、地域が新しいロータリー
クラブに求めるニーズやその地域におけるクラブ
の存続の可能性について探ります。

③立案　クラブ設立までの準備期間は長期に及ぶ
ため、ガバナーをはじめGE、GN、GNDそして
PGの方々の協力や連携を必要とします。そして
新クラブが結成できるかどうかを具体的に検討
し、このとき資金の確保や他団体からの支援も募
ることができるようにします。

④行動　新クラブ結成に向けて実際に行動を起こ
します。設立までのミーティングや行事の開催、
既存クラブの例会の視察を企画し、いざ設立が決
まると今度はＲＩへの新クラブ認証申請などの手
続きを行い、最後は認証状伝達式及びチャーター
ナイトを設営します。





鹿児島サザンウインドRC　グローバル補助金　中間報告
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井岡 松司（鹿児島SWRC）
ロータリー財団部門

補助金委員会　副委員長

台北草山RCと共に、「疾病との闘い」
鹿児島サザンウインドRC　グローバル補助金　中間報告
私たち2730地区内においてもチャレンジの機運が高まっているグローバル補助金。鹿児島サ
ザンウインドロータリークラブは、台湾第3522地区の台北草山ロータリークラブと共に、昨
今において最も関心の高い「疫病との闘い」の分野において事業を着々と進行させています。
今回は当クラブのグローバル補助金事業担当・井岡松司氏へのインタビューを通して、グロー
バル補助金事業を進めるうえでの成功のカギを探求します。

疾病との闘い 安全な水の提供

母子の健康 教育の支援 地域社会の
発展

（環境の保全）
※2021年７月より

平和の推進

プロジェクト
が重点分野
に該当して
いるか？

私たちのクラブは以前は台湾とは異なる別の国のクラブと友好関
係にありましたが、地理的に遠くかつ行き来に不便でした。そこ
で私たちは、鹿児島空港から直接アクセスできるような交流のし
やすいクラブとの友好を新たに模索しました。現在姉妹盟約を結
んでいる台湾の台北草山RCとは、行き来のしやすい地理的な条
件に加え、男女の会員の比率が同じくらいであること（女性会員
が比較的多いクラブであること）、そして若い年齢構成であるな
ど、特徴が私たちのクラブに似通っていることから、親密な交流
をおこうなうことが可能となりました。

交流しやすいクラブとの出会い

グローバル補助金事業のきっかけは、台北草山RCからでした。台湾は世界的にみ
ると肝炎感染率が高い地域です。特に台湾東部の花蓮県では、成人の15％以上が
肝炎に感染しており、Ｂ型・Ｃ型肝炎の感染者が多い地域として知られています。
WHOは2030年までに、そして台湾政府も2025年までに肝炎を根絶することを
目標としています。世界的に注目されている肝炎撲滅の流れのなかで、台北草山
RCの方から「グローバル補助金を利用して感染者を救いたい」という要望があ
り、この事業は動き出しました。

きっかけは台北草山RCから

今回の事業は、グローバル補助金の６つの重点分野の
うち「疾病との闘い」に該当します。
プロジェクト名：「台湾・花蓮県住民の肝臓病予防と治療」
補助金番号：GG1982695（2019年２月RI財団承認）
提　唱　者：台北草山ロータリークラブ
海外協力者：鹿児島サザンウインドロータリークラブ

DDF \ 地区財団活動資金（地区毎の資金）
WF   \ 国際財団活動資金
グローバル補助金の最低予算は30,000ドルであり、
WFの最高授与額は400,000ドルです。補助金提唱
者は、DDF・現金・および／または冠名指定寄付と
恒久基金の収益を組み合わせてグローバル補助金に
充てることができます。財団はすべてのDDF寄贈に
対して同額のWFを提供します。

重点分野は、「疾病との闘い」 プロジェクトの予算と資金調達
項　目

3522地区DDF
3490地区DDF
2730地区DDF
現金拠出

ロータリアン以外の寄付
小計

国際活動資金WF（＄ドル）
調達資金の合計(A)+(B)
プロジェクトの予算合計

6,000
6,000
17,000
29,000
1,000

(A)59,000
(B)44,000

承認済み
承認済み
承認済み
承認済み
承認済み

承認済み
US＄103,000
US＄103,000

拠出金（＄ドル）
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グローバル補助金を成功させる土台として、提唱クラブとのパートナーシップがあります。グローバル補助
金を進めるには、各地域の問題点の洗い出しから始まり、重点分野の確定、現地調査、補助金申請など、提
唱クラブと協力クラブとのあいだに親密な連携が必要です。それに加えて両国間の言葉の壁も超えなければ
なりません。クラブ同士の深いパートナーシップを構築させるためにも、各クラブは姉妹クラブや友好クラ
ブと一緒に事業を始めてみることが最もおすすめ出来る方法です。特に現在においては新型コロナウイルス
の影響により海外渡航が出来ない状況にあり、海外のクラブとの意思疎通が難しくなっています。当クラブ
においてもＥメールやオンラインビデオ通話などもフルに活用してその問題をクリアしましたが、そういっ
た意味においても既存の友好クラブや姉妹クラブと組んだ方がプロジェクトをスムーズに実現しやすいと考
えます。それ以外にも、My Rotaryでグローバル補助金のパートナークラブを探すこともできます。私たち
のように交流しやすい条件のクラブと新たに友好関係を結ぶのも良いでしょう。そして事業をやり遂げるう
えで最も大切なことは、「世界各地の問題を解決して人々が幸せに暮らせるようにしたい」という熱意で
す。グローバル補助金は、単に事業を成功させるだけでなく、その地域の人々と共に問題を解決するとき
に、より多くの参加者と関わり、インパクトをもたらし、熱意を伴った交流と奉仕の心を育むのです。

グローバル補助金　成功のカギは「パートナーシップと熱意」

上述のとおり、検査は地元保健所や財団によって2019年８月にスター
トしました。新型コロナウイルスの影響により一時中断がありましたが、
最終的に総検査数は計画を超える6060人に及びました。検査の結果肝
炎の陽性者は732人、陽性率は12％であることがわかりました。陽性
者は国の保険制度にしたがって専門医療機関で治療を受けています。

プロジェクトの実施　「陽性者は732人、陽性率は12％でした。」

①　同地域6000人の住人に対しスクーニング（検査）を行い検査結果
が陽性の方には、治療の為に専門医療機関へ紹介する。
②　肝炎予防のための教育セミナーも合わせておこなうものとする。
※検査・セミナーについては「花蓮県衛生局」と「台湾肝疾患予防治療財団」が実施

プロジェクトの概要　「住民6000人を対象に、検査の実施  ＆  予防の為の教育セミナー」

申請における強力なサポーター

肝炎予防セミナーの呼びかけ 肝炎予防の為の教育セミナー 検査用血液採取のようす 肝炎検査の呼びかけ

地域住民に肝炎検査を呼びかけるチラシ

グローバル補助金の申請はMy Rotaryからおこない、英語で以下の情報を入力しなくてはなりません。
■プロジェクトの目的　■活動内容　■プロジェクトの計画と実施スケジュール　■地域調査ニーズ
■重点分野 ■協力団体とパートナー（該当する場合）　■ボランティアの旅行（該当する場合）
■ロータリアンの参加　■予算　■資金調達　■持続可能性　■モニタリングと評価の計画

幸いなことに、英語が堪能な台北草山RCの会員とのやり取りによって、スムーズに補助金申請をおこなう
ことが出来ました。そしてクラブ間におけるかねてからの深い交流が、親密な情報伝達を可能にしました。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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❖クラブ活動報告　【本年度地区補助金事業】

「ふれあい食堂にこにこキッチン」は、地域の子供達や高齢
者を対象として食事とコミュニティの場を提供する目的で活
動していますが、新設して間もなく未だに設備が不足してい
るため、今回の事業で「物置倉庫・調理台・ガス釜・電子レ
ンジ・食器・食材等」を提供させて頂きました。
コロナ禍の影響により食事の提供が出来ていませんでした
が、今回2020年度としては初めて開催する事が出来まし
た。当日は感染症予防対策として、検温と手指の消毒をして
もらい、密を避けるため時間帯を分けて行いました。
メニューはカツカレー又はかますの南蛮漬け、フレッシュサ
ラダ、デザートでした。久しぶりの開催に参加者たちは大変
嬉しそうに、そして美味しそうに食事を頂いていました。
代表の児玉美鈴さんをはじめ約20名のスタッフの方々に
は、利用者たちから「美味しかった、ごちそうさまでし
た。」「次の開催はいつですか？」との喜びや期待の声が寄
せられ、スタッフたちは俄然やる気が出ている様子でした。
スタッフの方々が生き生きとした笑顔で活動されている姿を
拝見して私たちも活力をもらい、地域にこのようなコミュニ
ティの場が、いかに大切であるかを再認識しました。この経
験を活かして、これからもロータリーの奉仕活動を頑張って
いきます！

延岡中央RC 新設まもない「ふれあい食堂にこにこキッチン」
に調理器具や食材を提供しました。

2020年10月24日
宮崎県延岡市

スタッフの方々による食事の支度

参加者たちが食事する様子

提供した物置倉庫記念式典の様子

❖クラブ活動報告

2020年の11月、フィリピンには短期間のあいだに
３つの大きな台風が直撃して、各地で大きな被害が
ありました。同様に多くの自然災害を受ける日本人
としてフィリピンの復興をサポートしたいという想
いから、当クラブではかねてからFacebookで繋が
りのあるフィリピンの２つのロータリークラブ
（Rotary Club Of San Mateo Highlands/Rotary 
Club of Manila South）に、「フィリピンに愛と平和
を」のプラカードと共に、衣服と保存食等を送りま
した。通常では３日程で到着するはずの物資は、コ
ロナ禍による物流の停滞により、到着までに２週間
程度かかってしまいました。しかし現地のロータリ
アン達は、特に台風被害が激しかった地域の貧しい世帯
を訪問して、手渡しで物資を送り届けてくれました。

鹿屋西RC 台風被害のあったフィリピンの２つの
ロータリークラブに、物資を支援しました。

2020年11月18日
日本フィリピン

台風被害の様子

復興作業の様子

▲

プ
ラ
カ
ー
ド

現地のロータリアン達が物資を送り届けてくれました 現地に到着した物資の内容
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市坪　新悟 南九州大崎RC 60 R2.12.14 22

甲斐　文明
甲斐　勝征
高橋　誠司
桝田　光寛
柳園　八星

（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）

日 向 R C
日 向 東 R C
宮崎中央RC
佐 土 原 R C
宮 崎 東 R C

成松　政昭
小妻　英敏
上村　博文
桝田　信一
鳥丸　秀樹

（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）

都 城 R C
都城中央RC
日 南 R C
阿 久 根 R C
国 分 R C

赤塚　晴彦
上竹　順久
梅木　安子
越牟田　純
吉田　雅司

（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）

鹿児島サザンウインドRC
鹿児島サザンウインドRC
鹿児島サザンウインドRC
鹿 児 島 R C
鹿 児 島 R C

米田　孝一
野平　　宏
近藤　善光
稲付　俊彦

（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）

鹿児島大学アカデミーRC
鹿 屋 R C
鹿 屋 R C
志 布 志 R C

大和田敦史
山口　孝司
岡部由紀子

（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）

延岡中央RC
宮 崎 南 R C
高 鍋 R C

山﨑　正嗣
田中　祥歩

（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）
宮崎中央RC
宮崎アカデミーRC

出口　隆盛
川本　篤勇

（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）
阿 久 根 R C
鹿児島大学アカデミーRC

原田　　靖
岸田　国広

（　　　　　　 ）
（　　　　　　 ）
鹿 屋 西 R C
奄 美 R C

12月 入会報告

12月 退会報告

ご入会おめでとうございます。

おつかれさまでした。

物故会員 謹んでご冥福をお祈りいたします。
クラブ名氏　　名 享　年 ご逝去日 ロータリー歴

❖クラブ活動報告　【本年度地区補助金事業】

ゆうかり学園にて、障がい者の技能訓練と就労支援を目的と
してデジタルサイネージ（スクリーン）と教材コンテンツ一
式の贈呈式を行いました。
本プロジェクトは、施設を利用する障がい者の方々が黒豚の
肥育・繁殖・加工などを行う上での技能訓練の一助のため
に、スクリーン及び教材コンテンツを社会福祉法人ゆうかり
様に贈呈する事業です。コンテンツの内容は、学園内で飼育
している黒豚の繁殖から加工までのプロセスの解説と、食品
リサイクルによって循環型社会の構築を目指す学園の思いや
取り組みをデジタル教材化したものです。
贈呈品は施設の知的障がい者の技能訓練と就労支援、自立支
援だけでなく、その機動性を活かし、近隣の小中学校の子供
たちの食育にも利用するもので、地域の皆様にもお役に立て
る意義深いプロジェクトです。
贈呈式では当クラブの川畑会長の挨拶や贈呈の後、社会福祉
法人ゆうかり様より感謝状と謝辞をいただき、そのあと会場
にて教材のデモストレーションを行いました。サイネージ
（スクリーン）には当学園での黒豚の肥育や出産、出荷など
の様子がナレーションと共に映し出され、皆様興味深くご覧
になられていました。

鹿児島西RC 障がい者の技能訓練と就労支援のために、
施設に教材などを贈呈しました。

2020年12月18日
鹿児島市ゆうかり学園

贈呈されたサイネージ（スクリーン）

贈呈式に参加された方々

かのや「ばら」と「海」フォトコンテスト
入賞作品より（鹿屋市主催）
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クラブ　　 地区（指導管理・グループ）　　 地区（部門・委員会） RI・他地区

月 日 曜日 主要行事 時　間 場　所 備　考
2021年

※上記の予定は変更になる場合があります。

初旬

6

1～11

12

13

17

20

20

20

23

27

6

13

14

13～14

20

20

未定

3

3～4

10

11

11

17

17

17

24～25

24～25

25

30

未定

未定

14･15

22

22～23

25

29～30

5

12～13

12～16

26～27

未定

未定

10

土

月～木

金

土

水

土

土

土

火

土

土

土

日

土･日

土

土

土

土･日

土

日

日

土

土

土

土･日

土･日

日

金

金･土

土

土･日

火

土･日

土

土･日

土～水

土･日

土

14:00～15:30

17:00～18:30

11：00～14：30

11:00～12:45

13:30～15:15

14:45～17:25

14:00～17:10

13:30～16:00

14:30～19:00

13:30～15:00

15:30～17:00

9:30～12:00

9:00～14:30

2021年度米山奨学生決定と学校への通知

危機管理委員会

国際協議会

規定審議会代表議員協議会

2020年度米山奨学生修了式・歓送会

ホルガー・クナークRI会長とのバーチャル・ミーティング

第3回 地区運営委員会

第1回 地区諮問委員会（国際協議会報告）

次期ガバナー補佐・次期部門長会議

ロータリーデー実施

第49回 地区年次大会（RA）

次期地区チーム研修セミナー

第33回 全国RA研修会地区委員長会議

第33回 全国ローターアクト研修会

RI第2720地区　地区大会（熊本・大分）

第4回 ガバナー補佐会議（WEB）

第4回 部門長会議（WEB）

第2回 地区ロータリー学友会理事会

第2回 RA委員長会

会長エレクト研修セミナー

第４回 地区運営委員会

第３回 地区RA合同委員会

伊集院RC　50周年記念式典

奄美RC　60周年記念式典

小林RC　60周年記念式典

2021年度米山奨学生とカウンセラーのオリエンテーション

RI第2700地区　地区大会（福岡・長崎・鳥栖）

RI第3482地区　地区大会（台湾姉妹地区）

地区研修・協議会

ローターアクトの為の研修会

全国インターアクト研究会

IA委員会

2020-21年度地区大会

RI第2740地区　地区大会（佐賀・長崎）

第2690地区　RA年次大会

日本のロータリー100周年を祝う会

第49回 ローターアクトの為の研修会

第16回 地区インターアクトRC・顧問研修会

RA役員研修会（引継）

ロータリー国際大会

第５回 ガバナー補佐会議

IA･RC･顧問研修会

次年度　IA年次大会確認

第5回 地区運営（新旧合同）委員会（ガバナー激励会）

ZOOM会議

バーチャル（オンライン）

ZOOM会議

ニューウェルシティー宮崎

ホテル中山荘（都城市）

ホテル中山荘（都城市）

ホテル中山荘（都城市）

城山ホテル・ZOOM

メインホテル

オンライン

オンライン

熊本城ホール

ZOOM会議

ZOOM会議

各グループ（4回）

中山荘（都城市）

メインホテル（都城市）

国分シビックセンター

未定

柳川市民文化会館

圓山大飯店

中山荘（都城市）

未定

地区事務所（都城市）
国立大学法人鹿屋体育大学・
ホテルさつき苑（鹿屋市）

鳥取県米子市

ザ・プリンスパークタワー東京

霧島市国分

台北（台湾）

奄美

メインホテル

地区事務所

ホテルさつき苑

米山奨学生選考委員会

RI

地区代表議員、補欠議員

米山奨学生選考委員会

対象：ガバナー

各グループ

風呂井G参加予定

5～6月予定

米山奨学生選考委員会

風呂井G参加予定

新旧地区運営委員会

2月

3月

4月

5月

6月

7月















.    年の年賀状は学友によるデザイン
当会では、評議員、理事、地

区米山記念奨学委員長、奨学

生、日本在住の学友、他団体な

どへ毎年約 4,700 枚の年賀状

を送っています。今年の年賀状

は、画家として活躍する米山学

友、張媛媛
チョウエンエン

さん（2018-19／東

京江北ＲＣ）によるデザインで

す。描かれた「牛頭アマビエ来

迎図」は、2021 年 2 月 12 日～

23 日まで、上野の森美術館で

開催される張媛媛展でも展示

される予定です。 

張媛媛さんより 

 

 

 

 

. 緊急事態宣言の発出を受けて
新型コロナウイルスの感染拡大が止まらず、

政府は 1 月 7 日に埼玉県、千葉県、東京都、神

奈川県を対象に緊急事態宣言を発出しました。

13 日にはさらに栃木県、岐阜県、愛知県、京都

府、大阪府、兵庫県、福岡県にも追加発出し、

現在のところ、11 都府県が同宣言下にあります。 

今後、対象地域を中心に、昨春同様に例会を

休会するクラブが増えると予想されます。本来、

米山奨学生には毎月、世話クラブの例会出席時

に奨学金を支給していただくことになっていま

すが、休会等で直接渡すことができない場合は、

銀行振込などで柔軟に対応いただけますようお

願いいたします。各世話クラブには、1 月 8 日

にメールにてお知らせしていますので、ご確認

ください。 

また、当会事務局もテレワーク推進の要請に

従って、当面の間、出勤する人数を最小限とし、

原則、在宅勤務体制で業務を行います。ご不便

をおかけしますが、何とぞご理解のほどお願い

いたします。 

. 内閣府による  回⽬の⽴⼊検査が無事終了
12 月 22 日、内閣府による立入検査が当会事

務局にて実施されました。これは、各公益法人

に対して定期的に行われるもので、当会では

2016 年 1 月に続いて 2 回目となります。当日

は、内閣府公益認定等委員会事務局の調査官お

二人を迎え、業務執行理事を務める水野功副理

事長と柚木裕子事務局長、法人および財務・経

理の各担当職員が立ち会いました。 

最初に、水野副理事長から『米山記念奨学事

業・豆辞典』をもとに事業の沿革や特徴につい

て説明し、前回の立入検査での指摘を受けて整

備した地区・クラブとの「業務委託」の枠組み

について報告しました。 

事業の詳細についての質疑応答に続いて、理

事会・評議員会の議事録類・経理帳票等の点検、

事務局内の現場確認など、一連の検査はスムー

ズに進み、予定より早く無事終了しました。調

査官からの講評として、「特に問題はなく、きち

んと運営されている」との評価をいただきまし

た。その上で、今後整備・検討すべきことにつ

いて 2 点ほど示唆されたことがありますので、

今後の常務理事会で検討してまいります。 

Vol.
2021 年1 月15 日 

発 行 

丑年ですので、牛の頭を持
つアマビエ様に、疫病から
皆さまが守られるよう願い
を込めました。鯉は、中国の
お正月にしばしば描かれる
縁起物です。2 月の個展で原
画も見ていただけたら嬉し
いです。 
2021 年が皆さまにとって良
い一年となりますように。 
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. オンライン交流会で海外学友会からエール
昨年 11 月 28 日、第 2750 地区（東京都）では

地区米山奨学委員会主催による「米山奨学生オ

ンライン交流会」を開催しました。 

同地区は昨年から米山関連行事のほとんどが

中止となっています。昨年 9 月にようやく、奨

学生とカウンセラー、地

区米山委員の初顔合わ

せができたものの、感染

予防の観点からしっか

りとした交流には至り

ませんでした。そのた

め、同地区米山委員会で

協議を重ね、例年にない

初めての取り組みとし

て、オンラインでの交流

会開催を決定しました。 

当日は、ミャンマー米山学友会のケイカイン

会長に卓話を依頼。同学友会の他のメンバーも

参加し、コロナ禍において奨学生としてどのよ

うに過ごすべきか、奨学生時代の経験や現在の

学友会の活動をふまえて、現役奨学生たちに熱

いエールが送られました。同交流会には地区内

の奨学生、ロータ

リアンはもちろ

ん、地区外からも

多くのロータリ

アンが参加し、オ

ンラインならで

はの強みを生か

した交流会とな

りました。 

（情報提供：第

2750 地区米山記

念奨学委員会 米山学友委員長 各務 智仁さん） 

. 韓国米山学友会オンライン総会
延期になっていた韓国米山学友会の定期総会

が昨年 12 月 13 日、同学友会史上初のオンライ

ン形式で執り行われました。開会に先立ち、

全炳台
ジョンビョンテ

会長（1980-83,91／仙台北ＲＣ）より、

コロナ禍にもかかわらず、日本人奨学生 5 人を

採用できたことについて感謝が述べられました。

そして「この事業は日韓の持続的な友好関係構

築に多大な助けになると信じている」とし、さ

らに採用者を増やすための協力が呼びかけられ

ました。続いて、当会の齋藤直美理事長、台湾

米山学友会の郭錦堂
カクキンドウ

理事長、関西米山学友会の

閔
ミン

スラ会長から寄せられたメッセージ動画が披

露されました。このほか、寄付者へ感謝状授与、

2020 年度の財政報告、奨学基金の報告、学友会

活動報告、次年度活動計画、今年度の日本人奨

学生へ奨学金授与式が行われ、オンライン総会

は今回が最初で最後となることを皆で願いつつ、

閉会となりました。 

. 寄付⾦速報 ― 前年度とほぼ同額で推移 ―
12 月までの寄付金は前年同期と比べて 0.5％

減（普通寄付金:1.8％減、特別寄付金:0.05％増）、

約 400 万円の減少となりました。都市圏を中心

に緊急事態宣言が再び発出され、コロナとの付

き合いも 2 年目に入ろうとしています。いつ日

常を取り戻せるのか先行き不透明ななか、皆さ

まからの貴重なご寄付に厚く御礼申し上げます。 

なお、「2020 年度 下期普通寄付金のお願い」

を当会から各クラブへお送りしています（メー

ルアドレス登録のないクラブはガバナー事務所

経由）。コロナ禍でのお願いとなり大変恐縮では

ございますが、今後とも何卒ご支援賜りますよ

う、よろしくお願いいたします。

 

昨年 1 年間（1〜12 ⽉）に特別寄付をした
すべての⽅、もしくは普通寄付⾦の領収証を申
請したクラブには、１⽉末⽇までに（確定申告に
間に合うように）、認定証の写しが付いた申告
⽤領収証をロータリークラブ宛に送付します。 
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発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

Region 1 & 2 & 3

新型コロナウィルス感染拡大が第３波！ 緊急事態宣言

新型コロナウィルス感染の広がりが第３波と言われる状況下で2021年1月7日に「緊急事態宣言」が行われまし
た。東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県の一都三県に出され、更に関西圏や中部地域を始め各地にも拡大される
でしょう。我々は、経済活動を行いながらの「不要不急の外出の自粛を徹底」するしかなく、新型コロナウィル
スのような次から次へと変異するウィルスを「地球上から抹消」する事は当分困難でしょうから、ウィルスと闘
いながら日常の生活スタイルを従来とは異なる新スタイルに変えていかざるを得ません。

手指の消毒とマスクの着用、3密を避ける、テレワークの推進、不要不急の外出自粛、を始め新型コロナウィル
の抑え込みの方法を考え実行してウィルスの広がりを抑えましょう。

数年の間続くと思われるコロナ禍の中で、個々のロータリアンは先ずは自分自身の仕事・社員従業員・家族を
守ることに専念した上で、ロータリー活動を考えましょう。

ロータリークラブにおける楽しみが例会で会員同士の親睦、さらにクラブの外では他クラブの方々との交流が
楽しみでした。今また例会を自粛する中で、Zoomなどのオンラインツールで会合を持っている方々が沢山居られ
ます。会員の繋がりを大切に交流しましょう。

現在コロナ禍で医療崩壊が叫ばれ、その中で「献血」による血液の確保が大変厳しい状況に陥っているそうで
す。ロータリーの奉仕活動の一つとして献血を呼び掛け、更に地域で今必要とされる奉仕活動に目を配り種々な
ロータリー活動を実践しましょう。

と同時にこれからのロータリークラブの在り方とロータリーについて考える時です。

考えましょう！

第2地域 ロータリーコーディネーター補佐 松坂 順一 （東京葛飾東RC）

皆さん、こんにちは。ARPIC加藤陽一（2760地区 瀬戸ＲＣ）です。

今回は私たち2760地区で開催しています、WFF（ワールドフード＋ふれ愛フェスタ）についてお話したいと思
います。と申しますのは、WFFは公共イメージ向上の手段として最もふさわしい手段であると自負しているから
です。

WFFは2013年以降名古屋の中心地、栄地区で毎年開催し、今までに6回開催しています。（昨年、一昨年は台風
とコロナの影響で開催できませんでした）主催は地区全体で各地区委員長が中心となり（委員長はパストガバ
ナー）企画しています。40社以上のフードカーが集まり、世界中の食べ物を出店しています。そして各地方から
集まった楽隊や祭り集団が一日中音楽を奏でています。2日間の開催中ロータリアンだけでなく、一般のお客様を
含め6～7万人の人々が集まり、一日中楽しんでいます。インターアクター、ローターアクター、ライラリアン、
青少年が会場内の清掃、ポリオの寄附集め活動に活躍したりしてロータリー全体の活動を一般の人々にＰＲして
います。また、新聞社、ＴＶ局の取材を多数受けており、ロータリーの公共イメージ向上の手段としては最適の
ものと思います。

収入としては会場内で利用できるチケットの販売（1枚2,000円。その内400円が寄附金）、一般企業からの広告
などを中心に3,000万円ほどになり、結果としてポリオ基金に200万、国際奉仕（移動式教育ユニットの寄贈）は
300万円ほど出すことができました。この様にWFFを通じ、ロータリー活動のＰＲの場としては最適なものと思い
ますので、他の地区でもぜひ同様な企画を通じてロータリーのＰＲをしてはいかがでしょうか？

※移動式教育ユニットは僻地での教育活動とポリオワクチン投与活動に利用するものです。

第2地域 ロータリー公共イメージコーディネーター補佐 加藤 陽一（瀬戸RC）
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お知らせ 

【年次報告】 
2019-20年度年次報告（オンライン）ロータリーの 1年のハイライトをまとめ

た報告書をご覧ください。財務報告も含まれています。 
 

【チャリティナビゲーター】 
ロータリー財団はこの度、米国の慈善団体を評価する独立評価機関である

チャリティナビゲーターより、13年連続で最高の 4つ星評価を受けました。 

今回の 4つ星は、ロータリー財団が部門別のベストプラクティスを実践し、

財務的に効率のよい方法でその使命を遂行したこと、また、財務健全性、

説明責任、透明性へのコミットメントを示したことが評価されたものです。チ

ャリティナビゲーターが評価する団体のうち、13年連続で 4つ星評価を獲

得した団体は、全体の 1パーセントにすぎません。 

記事の続きはこちら  

 
 

【新しいロータリー財団の使命】 
重点分野の更新を受けて、ロータリー財団の使命も更新されました。 

 

ロータリアンが、人びとの健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、

環境保護に取り組み、貧困をなくすことを通じて、世界理解、親善、平

和を達成できるようにすること 

 

 
 

【コロナ禍と闘う力を地域社会に】 
ロータリーの世界的ファミリーは、地元地域であろうと海外であろうと、苦境

に立たされている人たちを支え、力を与えることのできる立場にあります。コ

ロナ禍において地域社会の調査を行うには、革新的で入念な計画が必要

とされます。 記事はこちら 

  

ＲＩ日本事務局

財 団 室
ＮＥＷＳ

ロータリーの運営、イベント、会員に対する新型コロナウイルス

（COVID-19）の影響について、 

最新情報をこちらからお読みください。 

2021年1月号 
職業奉仕月間 

発行日 12月25日 

RIレートは、My ROTARYから随時

ご確認いただけます。 

My ROTARY RIレート  

 

寄付送金明細書 

寄付・認証 ロータリークラブの手引き 

 

寄付総額 世界上位3ヶ国 

2020年12月20日現在 

アメリカ ＄ 28,370,604 

韓国 ＄ 11,133,440 

日本 ＄ 9,104,703 

 

日本の状況  

冠名基金数 205 

※地区、クラブが設立した冠名基金含む 

AKS会員数 48 

PHS会員数 1051 

 

2020-21年度 

目標（世界） 

・年次基金：1億3,500万ドル 

・ポリオプラス基金：1億5,000万ドル

（ゲイツ財団から2倍の金額の上乗せ

含む） 

・恒久基金：8,500万ドル（2025年まで

に20億2,500万ドル） 

・その他の現金寄付：4,000万ドル（グ

ローバル補助金への現金拠出等） 

・全体（上記合計）：4億1,000万ドル 

 

目標（日本） 

・年次基金：一人当たり 150 ドル 

・ポリオプラス：一人当たり 30 ドル 

・恒久基金：冠名基金を各地区１件以

上設立 

・大口寄付：1万ドル以上のご寄付

100件、AKS10名増（日本全体） 

・ポリオプラスへ DDFの 20％を寄贈 

・ロータリー平和センター、重点分野

へ DDF寄贈 

・各地区が DDFを使い切る 

・グローバル補助金・地区補助金の活

用の促進 

・ロータリー平和フェローシップの推進 

 

https://www.rotary.org/ja/annual-report-2020
https://www.charitynavigator.org/index.cfm?bay=search.summary&orgid=4553
https://www.rotary.org/ja/rotary-foundation-receives-highest-rating-charity-navigator-13th-consecutive-year
https://rotaryblogja.org/2020/12/01/%e3%82%b3%e3%83%ad%e3%83%8a%e7%a6%8d%e3%81%a8%e9%97%98%e3%81%86%e5%8a%9b%e3%82%92%e5%9c%b0%e5%9f%9f%e7%a4%be%e4%bc%9a%e3%81%ab/#more-5595
https://www.rotary.org/ja/rotary-foundation-receives-highest-rating-charity-navigator-13th-consecutive-year
https://www.rotary.org/ja/covid-and-our-members
https://my.rotary.org/exchange-rates
https://my.rotary.org/ja/document/piif-contribution-form-rotarians-clubs
https://1drv.ms/u/s!Am5vZ-rEzAfog18lz_rnOHFCrYT_?e=YSxguw
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【共通言語は日本語：多国籍の新世代クラブ】 
ロータリーボイスに阮 潔さん（さいたま大空ロータリークラブ会員）の記事が

掲載されました。以下はその抜粋です。 

 

私たち「さいたま大空ロータリークラブ」は、ロータリー財団の学友と米山記

念奨学金の学友から成るクラブです。会員は 7つの国と地域の出身で、

平均年齢は 30代後半、女性が多いのも特徴です。中国に在住し、遠隔で

例会に参加している会員もいます。共通言語は日本語です。 

一番の醍醐味は、クラブでの例会が、そのまま国際交流であることです。

国際色豊かなメンバーと一緒にいる中で、お互いに異国文化や習慣に触

れあい、国際理解を深めることができます。 記事の続きはこちら 

 

【シェルターボックスがロータリーに人道奉仕の賞を授与】 
シェルターボックスは、同団体で初となる「Global Humanitarian Service 

Award（世界人道奉仕賞）」をロータリーに授与しました。この賞は、同団体

とロータリーとの長年の協力関係を認証したもので、11月12日に行われた

パートナーシップ20周年を記念したバーチャル行事で授与されました。 

記事の続きはこちら 

 

ポリオプラス 

【パートナーシップが重要である理由】 
1988年から現在にいたるまで、100万人以上のロータリアン

が率先して時間やリソースを注ぎ、ポリオの根絶に尽力してい

ます。地域社会のリーダーであるロータリアンは、ポリオに対する人びとの

認識を高めながら募金にも力を入れ、ポリオ根絶への資金援助と支援を各

国政府に呼びかけています。しかし、ポリオ根絶は複雑さを伴う仕事であ

り、ロータリーだけでは達成できません。世界ポリオ根絶推進活動（GPEI）

の各パートナー団体は、技術的支援や感染発生の調査、ワクチンの配布と

管理などを担当しています。 記事の続きはこちら 

 

 

【野生型ポリオウイルスによる症例数】 
掲載サイト： GPEIウェブサイト（英語）  

 

2020年 

1月1日～ 

12月22日 

2019 2018 2017 

常 

在 

国 

パキスタン 83 147 12 8 

アフガニスタン 56 29 21 14 

世界合計 139 176 33 22 

 

 
  

【表彰】 
⚫ ロータリー財団功労表彰状 推薦期間： 11月 1日～12月 31日 

⚫ ロータリー財団特別功労賞 推薦期間： 1月 1日～2月 28日 

 

詳細・推薦手続きは、My ROTARY「各種賞・表彰」より 

お願いいたします。 

リソース 

＜My ROTARY＞ 

Rotary.org利用にあたってのリソース 

「My ROTARY」アカウント登録方法 

ブランドリソースセンター 

ロータリーの日本語フェイスブック 

ロータリーボイス 

組織規定 

管理委員会の決定 

ロータリーのプライバシーの方針 

EU一般データ保護規則（GDPR）につ

いて 

 

＜資料＞ 

財務報告 

年次報告（オンライン版） 

携帯用カード 

ロータリー財団参照ガイド 

地区ロータリー財団委員会要覧 

地区ロータリー財団セミナーの手引

（zip） 

寄付・認証 ロータリークラブの手引き 

ウェビナー「クラブのためのよくわかる

寄付と認証」（ppt） 

 

＜各種レポート＞ 

My ROTARYにログインをすると、 

「各種レポート」から、役職に応じてレ

ポートを閲覧できます。 

⚫ 寄付者履歴レポート 

⚫ PHF とベネファクターレポート 

⚫ クラブ認証概要レポート（CRS） 

⚫ メジャードナー/アーチ C. クランフ・ 

ソサエティ/遺贈友の会レポート 

⚫ PHS レポート 

⚫ 月次寄付レポート（MCR） 

⚫ 地区ファンドレイジング分析 

⚫ 補助金に関するレポート  など 

レポートの閲覧方法はロータリークラブ

の手引きｐ.36をご参照ください。 

 

https://rotaryblogja.org/2020/12/15/%e5%85%b1%e9%80%9a%e8%a8%80%e8%aa%9e%e3%81%af%e6%97%a5%e6%9c%ac%e8%aa%9e%ef%bc%9a%e5%a4%9a%e5%9b%bd%e7%b1%8d%e3%81%ae%e6%96%b0%e4%b8%96%e4%bb%a3%e3%82%af%e3%83%a9%e3%83%96/
https://www.shelterbox.org/
https://www.shelterboxusa.org/virtual/
https://www.rotary.org/ja/shelterbox-recognizes-rotary-with-global-humanitarian-service-award
https://www.endpolio.org/ja/patonasitupugachong-yao-dearuli-you
http://polioeradication.org/
https://my.rotary.org/ja/learning-reference/learn-topic/awards
https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/learn-topic/rotaryorg-resources
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/158736
https://brandcenter.rotary.org/ja-JP
http://www.facebook.com/RotaryJapan
https://rotaryblogja.wordpress.com/
https://www.rotary.org/myrotary/ja/governance-documents
https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/about-rotary/trustee-decisions
https://my.rotary.org/ja/privacy-policy
https://my.rotary.org/ja/what-you-need-know-about-new-data-protection-rules
https://my.rotary.org/ja/what-you-need-know-about-new-data-protection-rules
https://my.rotary.org/ja/financial-reports
https://www.rotary.org/ja/annual-report-2019
https://www.rotary.org/ja/annual-report-2019
https://my.rotary.org/document/12446
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/518
http://www.rotary.org/myrotary/ja/document/5466
http://www.rotary.org/myrotary/ja/document/575
http://www.rotary.org/myrotary/ja/document/575
https://onedrive.live.com/?authkey=%21ACXP%2Duc4cUKthP8&id=E807CCC4EA676F6E%21479&cid=E807CCC4EA676F6E
http://www.slideshare.net/Rotary_International/ss-65802389
http://www.slideshare.net/Rotary_International/ss-65802389
https://my.rotary.org/ja
https://my.rotary.org/ja/manage/club-district-administration/reports
https://onedrive.live.com/?authkey=%21ACXP%2Duc4cUKthP8&id=E807CCC4EA676F6E%21479&cid=E807CCC4EA676F6E
https://onedrive.live.com/?authkey=%21ACXP%2Duc4cUKthP8&id=E807CCC4EA676F6E%21479&cid=E807CCC4EA676F6E
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寄付・認証 

【恒久基金 ～あなたからロータリーの未来へ～】 
 
年次基金が今日の活動を支え

る一方、恒久基金へのご寄付

は、未来において持続可能なプ

ロジェクトを実施するために必要

な財源となります。 

恒久基金は投資され、元本が支

出されることなく使用可能な収

益の一部が、ロータリー財団プロ

グラムを恒久的に支えます。 

 

恒久基金とは？ 

2019-20年度 恒久基金の財務

報告 内容（恒久基金の概要、

投資、使用、恒久基金：2025年

までに 20億 2500万ドル、お問

い合わせ、投資の管理機構） 

 

 
 

【ロータリー財団 「感謝の夕べ」が開催されました】 
12月19日、恒久基金／大口寄付アドバイザー（E/MGA）主催により、第49回

ロータリー研究会付随行事として、ロータリー財団「感謝の夕べ」が開催されま

した。例年は、研究会の日程に併せメジャードナー午餐会が開催されるとこ

ろ、本年度は、初の試みとして、バーチャルでの開催となりました。 

当日は16組の昨年度・今年度中に新たにAKS会員になられた方や、メジャー

ドナーレベル3、4になられた方、遺贈友の会に入会された方やレベルアップ

された方が参加されました。ラビンドランロータリー財団管理委員長のビデオ

メッセージの他、辰野国際ロータリー理事や三木ロータリー財団管理委員会

特別アドバイザーなどから支援に対する御礼が述べられ、終始和やかな雰囲

気で進められました。 

 

 

 

 

 

  

認証品の発送見合わせ 

新型コロナウイルスの感染拡大と業務への影響により、ポール・ハ

リス・フェローやべネファクター等の認証品の発送を見合わせてお

ります。ご迷惑をおかけしており大変申し訳ございませんが、何卒

ご理解くださいますようお願いいたします。 

リソース 

＜資料＞ 

寄付者の認証 

税制上の優遇措置 

オンラインでの寄付 

認証ポイント使用申請書 

ポール・ハリス・ソサエティ(PHS) 

PHSパンフレット 

PHS入会フォーム 

PHS認証状テンプレート 

 

END POLIO NOW 
 

2019-20年度 ロータリー賞 

 

＜DDFの寄贈＞ 

ポリオプラス基金に DDF（地区財団

活動資金）を寄贈されますと国際財

団活動資金（WF）から同額の組み

合わせがあり、その合計にゲイツ財

団から 2倍の上乗せがあります。 

例： DDF1+WF1+ゲイツ 4＝6 

※WFからの組み合わせ上限額は

1,000万ドル、ゲイツ財団からの上

乗せ対象は上限 5,000万ドルで

す。 

• DDFのオプション 

• レポートの開き方 

• DDFオンライン寄贈フォーム 

 

＜感謝状＞ 

ポリオプラスへ 1,500 ドル以上のご

寄付をくださったクラブ、DDFの

20％以上をポリオプラス基金へ寄

贈してくださった地区は、次年度に

感謝状が贈られます。 

 

お問い合わせ先 

国際ロータリー 

日本事務局 財団室 

EMAIL  

RIJPNTRF@rotary.org 

https://www.rotary.org/ja/rotary-endowment
https://www.rotary.org/ja/endowment-fund-financial-report-2019-20
https://www.rotary.org/ja/endowment-fund-financial-report-2019-20
https://www.rotary.org/myrotary/ja/recognition
http://piif-rfj.org/contribute.html#3
http://map.rotary.org/ja/selfservice/pages/SelectFundF.aspx?FUND=APF
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/10641
https://www.rotary.org/myrotary/ja/paul-harris-society
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/512
https://rotary.qualtrics.com/SE/?SID=SV_eCYMZ3u8qeCZALb
https://my.rotary.org/ja/document/paul-harris-society-certificate-template
http://www.endpolio.org/ja
https://my.rotary.org/ja/document/presidential-theme-and-rotary-citation-brochure-2019-20
http://msgfocus.rotary.org/c/166ddpxgxYSJyrNjc8MpHUVy
https://my.rotary.org/ja/document/available-ddf-district-report
https://rotary.qualtrics.com/SE/?SID=SV_9ztdKml8KEamNmt&Q_JFE=0
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補助金 

【重点分野 環境】 
・「重点分野の基本方針」が更新され重点分野に環境が追加されました。 

・重点分野の名称は、「環境」となります。当初の発表の「環境の保全」から変

更されました。また、具体的な活動を含む言葉として「環境の保護」が使われ

ることがあります。 

 

【大規模プログラム補助金】 
この度、大規模プログラム補助金の最初の受領者が選出されました。選出結

果およびプログラムに関するさらなる情報は、詳細がまとまり次第、2021年の

早い時期に公表されます。 

2021年の大規模プログラム補助金の提案書の受付を開始する前に、現在ま

でに学んだ教訓を基に、大規模プログラム補助金に変更を加えることとなり

ました。これらの変更については、近日中にお知らせします。 

当面、本補助金の申請にご関心がある場合は、提案書の作成にあたり、こち

らのページの情報を参照の上ご検討ください。詳細はこちら 

 

【補助金による旅行】  
奨学生、ロータリー平和フェローを含め、ロータリーの費用によるすべての旅

行は、ケースバイケースで承認されます。ロータリーの費用による旅行に関す

るご質問は、該当するプログラムの担当職員までお問い合わせください。 

旅行を伴わない活動は、補助金承認後順次進めていただくことができます

が、旅行が制限されている場合は、その国への補助金による旅行を延期し、

計画の変更を地域別補助金担当職員にご連絡いただけますようお願いいた

します。あわせて「Travel Ban List（旅行禁止国・地域のリスト）」（随時更新

あり）もご参照下さい。 

国により、日本からの入国制限や入国後の行動制限などの措置が取られる

場合もありますので、外務省のホームページ「日本からの渡航者・日本人に

対する各国・地域の入国制限措置及び入国・入域後の行動制限」や受け入

れ地区やクラブ、留学先の大学、協力団体などからの情報もよくご確認くださ

い。 

  

【日本のマイノリティに光をあてる平和フェロー】 
ロータリーボイスにファラ・ハスナインさん（国際基督教大学 ロータリー平和フ

ェロー）の記事が掲載されました。以下はその抜粋です。 

 

「私の目標は、アメリカに対する生徒たちの見方を変えること。日本での英語

教員は白人が圧倒的多数ですが、アメリカの真のアイデンティティがいかに

多様で多面的であるかを身をもって示したいと思います」 

2014年、日本の高校での英語教員として JETプログラムに参加するため、

私は申請書にこう書きました。当時、このことが私の日本生活にどれほどのイ

ンパクトを与えるかは想像もしていませんでした。教壇に立ち、居眠りする生

徒を起こし、日本のコピー機の使い方に頭を悩ませる毎日を過ごすうち、浜

松市（静岡県）の田園風景と工場の煙の中に、もう一つの世界が存在するこ

とを少しずつ意識するようになりました。 記事の続きはこちら 

  

＜補助金＞ 

ロータリーの補助金 

地区補助金とグローバル補助金授

与と受諾の条件 

補助金による旅行 

グローバル補助金ガイド 

地域社会調査の結果フォーム 

地域調査の方法 

協力団体の覚書(MOU) 

 

＜重点分野＞ 

重点分野の基本方針 

重点分野別ガイド 

• 基本的教育と識字率向上 

• 疾病予防と治療 

• 地域社会の経済発展 

• 母子の健康 

• 平和構築と紛争予防 

• 水と衛生 

モニタリングと評価の計画について 

 

＜プロジェクトのヒント＞ 

アイデア応援サイト 

プロジェクトの流れ（ライフサイクル） 

ロータリーショーケース 

プロジェクトフェア 

補助金担当職員一覧 

重点分野の担当職員 

補助金レポートの利用方法 

 

＜オンライン申請＞ 

補助金センター 

補助金センターのご利用ガイド 

グローバル補助金申請のテンプレート 

グローバル補助金報告書のテンプレート 

グローバル補助金 計算表 

 

<奨学金> 

奨学金の提供 

ロータリー平和フェローシップ 

ロータリーの学友 

グローバル補助金奨学生のテンプレート 

＜資格認定＞ 

地区の覚書(MOU） 

クラブの覚書(MOU） 

クラブの覚書（MOU）の実施に関す

る指針 

クラブの覚書（MOU）ワークシート 

クラブの参加資格認定 よくある質問 

https://my-cms.rotary.org/ja/document/areas-focus-policy-statements
https://www.rotary.org/ja/our-causes/protecting-environment
https://my.rotary.org/ja/take-action/apply-grants/programs-scale-grants
https://my.rotary.org/ja/take-action/apply-grants/grant-travel
https://my.rotary.org/ja/document/travel-ban-list
https://www.anzen.mofa.go.jp/
https://www.anzen.mofa.go.jp/covid19/pdfhistory_world.html
https://www.anzen.mofa.go.jp/covid19/pdfhistory_world.html
https://bit.ly/3nIYCBt
https://www.rotary.org/ja/our-programs/grants
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/728
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/728
https://www.rotary.org/myrotary/ja/grants-travel-request
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/guide-global-grants
https://my.rotary.org/ja/document/global-grants-community-assessment-results
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/community-assessment-tools
https://my.rotary.org/ja/document/cooperating-organization-memorandum-understanding
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/areas-focus-policy-statements
https://my.rotary.org/ja/document/basic-education-and-literacy-guidelines-global-grant-funding
https://my.rotary.org/ja/document/disease-prevention-and-treatment-guidelines-global-grant-funding
https://my.rotary.org/ja/document/economic-and-community-development-guidelines-global-grant-funding
https://my.rotary.org/ja/document/maternal-and-child-health-guidelines-global-grant-funding
https://my.rotary.org/ja/document/peace-and-conflict-prevention-resolution-guidelines-global-grant-funding
https://my.rotary.org/ja/document/water-and-sanitation-guidelines-global-grant-funding
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/5676
http://ideas.rotary.org/
https://my.rotary.org/ja/take-action/develop-projects/project-lifecycle-resources
https://my.rotary.org/ja/take-action/develop-projects/project-lifecycle-resources
http://map.rotary.org/ja/project/pages/project_showcase.aspx
https://my.rotary.org/ja/exchange-ideas/project-fairs
https://my.rotary.org/ja/document/rotary-grants-staff-contact-sheet
https://my.rotary.org/ja/document/areas-focus-staff-contact-sheet
https://my.rotary.org/ja/document/using-grants-reports-my-rotary
https://my.rotary.org/ja/user/login?destination=secure/13166
https://my.rotary.org/ja/document/how-use-grant-center
https://my.rotary.org/ja/document/how-use-grant-center
https://my.rotary.org/ja/document/global-grant-application-template
https://my.rotary.org/ja/document/global-grant-report-template
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/global-grant-calculator
https://www.rotary.org/myrotary/ja/take-action/empower-leaders/create-scholarship
https://www.rotary.org/myrotary/ja/take-action/empower-leaders/support-peace-centers
https://www.rotary.org/myrotary/ja/alumni
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/global-grant-scholarship-candidate-application-template
http://www.rotary.org/myrotary/ja/document/10261
http://www.rotary.org/myrotary/ja/document/6121
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/club-memorandum-understanding-resources-guide-implementing-club-mou
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/club-memorandum-understanding-resources-guide-implementing-club-mou
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/621
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/10021
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大口寄付（一括10,000ドル以上のご寄付） 

 

 

 

 

 

2020年 11月 21日～12月 20日 確認分（敬称略、寄付日順） 

地区 クラブ 寄付者 地区 クラブ 寄付者 

2780 横須賀 村瀬 賢正 2550 足利東 中谷 研一 

2750 
東京 

八王子 
小星 重治 2760 安城 沓名 俊裕 

2630 岐阜 
サンリバー 

塩津 健 2760 
愛知 

三州 
服部 良男 

計 6名 

オンライン寄付や諸手続きを要する大きなご寄付の場合、掲載に時間がか

かる場合がございます。 

 

 

  

＜視聴覚資料＞ 

ウェビナー（オンライン研修） 

My ROTARY 写真＆動画 

Rotary Video（日本語） 

ロータリーの動画（vimeo） 

重点分野の動画（YouTube） 

 

今後の予定 

2月 23日 ロータリー創立記念日 

 

国際ロータリー日本事務局財団室 

〒108-0073 

東京都港区三田 1-4-28 

三田国際ビル 24階 

Email: RIJPNTRF@rotary.org  

Tel： 03-5439-5805 

Fax： 03-5439-0405 

 

大きなご支援を 
誠にありがとうございました。 

財団室 NEWSへの個人データの掲載は、本人の許可を得ています。お名前やクラブ名等個人を特定できる情報

を含むデータの複製、転用、転載等はできません。詳しくは個人データの使用に関するロータリーの方針をご参照

ください。 

2020年も、 

大変お世話になりました！ 
 

日本事務局は、12月29日から1月3日まで、年末年始

休業となります。新年は1月4日から業務再開いたしま

す。 

 

皆様にとってよき一年となりますように、心からお祈り

申し上げます。 

2021年も、どうぞよろしくお願いいたします。 

https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/webinars/upcoming
https://brandcenter.rotary.org/ja-JP/Images-Video
http://vimeopro.com/rotary/rotary-videos-ja
https://vimeo.com/rotary
https://www.youtube.com/playlist?list=PLGukUvNU_i3KhmDPWahIg75AUIIOoBnaV
https://www.rotary.org/myrotary/ja/calendar
mailto:RIJPNTRF@rotary.org
https://my.rotary.org/ja/personal-data-use-policy
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ロータリー財団 2020-21年度 11月末 地区別寄付報告   （単位：米ドル） 

地区 会員数 
一人当り 

年次基金 
年次基金 ポリオプラス 恒久基金 その他の基金 合計寄付額 

前年度 

同月比 

2500 2,180 52.82 115,137.74 28,279.76 2,000.00  145,417.50 61% 

2510 2,482 56.92 141,284.07 13,840.75 27,000.00 10,779.34 192,904.16 128% 

2520 2,143 37.84 81,091.04 7,359.92  10,500.00 98,950.96 79% 

2530 2,207 58.47 129,051.73 12,672.35 12,522.05 1,050.00 155,296.13 122% 

2540 1,119 36.10 40,401.37 770.83   41,172.20 170% 

2550 1,697 56.49 95,858.03 17,954.82 12,474.43 3,675.00 129,962.28 53% 

2560 2,064 72.87 150,396.37 19,188.05 300.00 8,925.00 178,809.42 81% 

2570 1,557 78.41 122,082.02 24,476.33 22,190.00  168,748.35 83% 

2580 2,867 115.15 330,144.73 59,629.57 181,609.34 38,430.00 609,813.64 114% 

2590 1,930 96.34 185,941.06 33,954.05 27,038.10  246,933.21 99% 

2600 1,903 72.43 137,843.51 33,762.93 14,057.21  185,663.65 83% 

2610 2,549 59.59 151,882.88 11,327.57 1,056.97  164,267.42 99% 

2620 2,862 66.75 191,035.43 36,822.10 22,160.00  250,017.53 84% 

2630 3,090 60.58 187,178.47 27,947.78 39,096.15 7,518.92 261,741.32 104% 

2640 1,700 48.89 83,108.93 13,849.29 1,000.00 2,100.00 100,058.22 98% 

2650 4,435 79.10 350,802.16 72,199.18 33,903.73 8,451.10 465,356.17 86% 

2660 3,554 110.82 393,844.80 132,283.20 38,518.59 5,147.00 569,793.59 75% 

2670 2,927 57.53 168,389.99 19,575.69 12,000.00 2,100.00 202,065.68 104% 

2680 2,656 61.06 162,184.90 25,479.86 76,109.52 21,145.94 284,920.22 50% 

2690 2,980 75.98 226,419.90 41,137.44 15,000.00 35,700.00 318,257.34 100% 

2700 3,073 52.45 161,186.26 12,352.34   173,538.60 121% 

2710 3,157 68.17 215,200.75 51,092.71 46,575.00 2,310.00 315,178.46 94% 

2720 2,354 46.40 109,224.64 15,854.64 6,560.00  131,639.28 117% 

2730 2,355 21.51 50,645.41 5,455.39 4,057.69 1,050.00 61,208.49 74% 

2740 2,112 27.77 58,641.49 16,545.11 6,400.00  81,586.60 148% 

2750 4,631 120.42 557,675.65 110,210.75 87,980.85 6,522.60 762,389.85 114% 

2760 4,741 97.24 461,022.91 73,737.07 37,158.30 5,250.00 577,168.28 63% 

2770 2,415 131.92 318,598.67 79,186.64 50,412.69  448,198.00 93% 

2780 2,286 80.71 184,501.00 23,544.19 13,142.80  221,187.99 92% 

2790 2,733 92.98 254,118.55 29,362.98 57,657.59 2,100.00 343,239.12 101% 

2800 1,531 77.96 119,363.06 5,187.62 10,075.00  134,625.68 114% 

2820 1,881 87.48 164,554.86 27,691.82 25,133.62 1,050.00 218,430.30 105% 

2830 1,114 60.83 67,765.14 13,681.07 3,000.00  84,446.21 83% 

2840 2,081 46.23 96,204.12 21,982.91 12,162.00  130,349.03 91% 

日本 85,366 73.36 6,262,781.64 1,118,396.71 898,351.63 173,804.90 8,453,334.88 89% 

世界 1,173,349 34.57 40,560,900.92 10,051,004.40 11,030,042.42 12,299,693.94 73,941,641.68 

  

  

日本の

割合 7.28% - 15.44% 11.13% 8.14% 1.41% 11.43% 
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